
 

 

スプレー缶が原因と思われる火災が発生！ 

平成 25 年 8 月 30 日午前 11 時頃ごみの

収集作業中に適正処理していないスプレー

缶が原因と思われる火災が発生しました。 

作業員の迅速な判断と消防隊員による

消火活動により、けが人等は発生せずに済

みましたが、一歩間違えると大惨事となる

可能性がありました。 

安全な収集作業のために、スプレー缶等

の有害ごみの適正分別には特に徹底をお願

いします。 

 

 

◇スプレー缶は穴を開けて、しるしを付ける 

スプレー缶は中身の飛散、吸引、火災の恐れの無い屋外等で２箇所以上穴をあけて、油

性マジック等で穴にしるしを付け、スプレー缶のみで袋に入れて分別してください。 

 

 

 

 

◇ガスコンロやおもちゃ等のをもやさないごみとして出す場合の電池は取り外す 

もやさないごみに電池が入ったままになっていると非常に危険です。電池を動力とする

ような家電品やおもちゃ等を処分する場合、電池は必ず取り外して、有害ごみ（電池）と

して電池のみで袋に入れて分別してください。 

 

お問合せ  

大平総合支所 生活環境課  

生活環境交通担当 ℡４３－９２１１ 

 

10 月は 

３R(ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ)月間 

お買い物はマイバッグで！！ 


